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旧安間家住宅 きゅうあんまけじゅうたく　

8

市指定
所在地：西新町

長源寺太師堂 ちょうげんじたいしどう　

市指定
所在地：西浜谷

篠山城の外堀の周縁に
は、その身分によって武
家屋敷が配置されていた。
安間家は篠山藩主青山
家の家臣で、「高12石3人
扶持」の禄を得ていた。
その住宅は通称「御徒士
町」と呼ばれる武家屋敷
群の一角にあり、標準的
な徒士

か ち

住宅である。茅葺
で曲屋形式の母屋と瓦葺
の土蔵が残っており、当
時の武家の暮らしを伝え
ている。

木造瓦葺、二間四方の建物
で、身舎

も や

周囲に1.5ｍ幅の縁を
巡らせた護摩

ご ま

堂である。元篠
山春日神社（黒岡）の神宮寺
であった栄松寺の護摩堂を、
嘉永3年（1850）に長源寺境
内に移築したものである。
古記録から、松平（形原）

氏が篠山藩主の時代の、慶安
2年（1649）から寛延元年
（1748）の間に、当時の藩主
によって建立されたものと考
えられている。総ケヤキ造で、
扉をはじめ建物内部の各所に
「三葉葵
みつばあおい

」の紋が配されるの
を特徴とする。江戸時代中期
の建物として貴重である。

（現武家屋敷安間家史料館）


